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【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　相異なる特性を有する複数の撮像素子の出力画像から分光画像を生成する分光画像生成
装置であって、
　波長方向のチャネル数が少なくとも４以上で、かつ、第１の空間解像度と第１の波長解
像度とを有する第１の撮像素子と、
　波長方向のチャネル数が少なくとも３以下で、かつ、前記第１の撮像素子の有する空間
解像度よりも高い第２の空間解像度と、前記第１の撮像素子の有する第１の波長解像度よ
りも低い第２の波長解像度とを有し、縦方向にＮ１個、横方向にＮ２個の画素の画像デー
タを含む撮像信号を出力する第２の撮像素子と、
　前記第１の撮像素子から出力された撮像信号から縦方向にＭ１個、横方向にＭ２個、波
長方向にＬ個の要素を有するスペクトルデータを生成するスペクトルデータ生成手段と、
　前記第２の撮像素子から出力された撮像信号に含まれる画像データから分光画像を生成
するための複数のマトリクスを前記スペクトルデータ生成手段により生成されたスペクト
ルデータから生成するマトリクス生成手段と、
　前記マトリクス生成手段により生成された各マトリクスを前記第２の撮像素子から出力
された撮像信号に含まれるＮ１×Ｎ２個の画素の画像データに作用させることによって、
空間方向にＮ１×Ｎ２個の画素と、波長方向にＬ個の要素とを有する分光画像を生成する
分光画像生成手段と、
　前記分光画像生成手段により生成された分光画像を出力する分光画像出力手段と
　を備えたことを特徴とする分光画像生成装置。
【請求項２】
　前記スペクトルデータ生成手段は、前記第１の撮像素子から出力された撮像信号に含ま
れる画像データを構成する要素毎に、当該画像データ内の要素毎に含まれる光の波長毎の
強度分布を示すスペクトルデータを生成し、
　前記マトリクス生成手段は、前記スペクトルデータ生成手段により生成された要素毎の
スペクトルデータから、前記第1の撮像素子から出力された映像信号に含まれる画像デー
タを構成する領域毎のマトリクスを生成し、
　前記分光画像生成手段は、前記マトリクス生成手段により生成されたマトリクスのうち
、前記第１の撮像素子から出力された撮像信号に含まれる画像データ内の第１領域に対し
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て生成されたマトリクスを前記第２の撮像素子から出力された撮像信号に含まれ、かつ、
前記第１の撮像素子から出力された撮像信号に含まれる画像データ内の第１領域に対応す
る第３領域の画像データに作用させて第３領域の第１の分光情報を算出する第１の分光情
報算出手段と、
　前記マトリクス生成手段により生成されたマトリクスのうち、前記第１の撮像素子から
出力された撮像信号に含まれる画像データ内の第１領域の周縁に存在する第２領域に対し
て生成されたマトリクスを前記第２の撮像素子から出力された撮像信号に含まれ、かつ、
前記第１の撮像素子から出力された撮像信号に含まれる画像データ内の第１領域に対応す
る第３領域に存在する画像データに作用させて第３領域に存在する第２の分光情報を算出
する第２の分光情報算出手段と、
　前記第１の分光情報算出手段により算出された第１の分光情報と、前記第２の分光情報
算出手段により算出された第２の分光情報との加重平均を前記第２の撮像素子から出力さ
れた撮像信号に含まれる画像データの全領域に関して、領域毎に算出する加重平均算出手
段と、
　前記加重平均算出手段により算出された領域毎の分光情報の加重平均から前記空間方向
にＮ１×Ｎ２個の画素と、波長方向にＬ個の要素とを有する分光画像を生成する画像生成
手段とを含むことを特徴とする請求項１に記載の分光画像生成装置。
【請求項３】
　前記マトリクス生成手段は、
　前記第１の撮像素子から出力された撮像信号に含まれる画像データ内の第１領域の中心
位置と、前記スペクトルデータの各要素の位置との間の距離に基づいて規定される、所定
のデータとの差異が最小となるように定められたマトリクスを生成する対象領域マトリク
ス生成手段と、
　前記第１の撮像素子から出力された撮像信号に含まれる画像データ内の第１領域の周縁
に存在する第２領域に含まれる各領域の中心位置と、前記スペクトルデータの各要素の位
置との間の距離に基づいて規定される、所定のデータとの差異が最小となるように定めら
れたマトリクスを生成する周縁領域マトリクス生成手段と
　を含むことを特徴とする請求項２に記載の分光画像生成装置。
【請求項４】
　前記加重平均算出手段は、前記第１領域及び前記第２の領域が含まれる第４の領域内の
要素数で規定される重み付け関数を用いて、前記第１の分光情報算出手段により算出され
た第１の分光情報と、前記第２の分光情報算出手段により算出された第２の分光情報との
加重平均を、前記第２の撮像素子から出力された撮像信号に含まれる画像データに含まれ
る全領域に関して算出することを特徴とする請求項２に記載の分光画像生成装置。
【請求項５】
　前記第１の撮像素子から出力された撮像信号に含まれる画像データ内の要素の数と、前
記第1の撮像素子から出力された撮像信号に含まれる画像データ内の領域の数と、前記第
２の撮像素子から出力された撮像信号に含まれる画像データ内の領域の数とは、略同一の
数であることを特徴とする請求項１乃至請求項４の何れか１項に記載の分光画像生成装置
。
【請求項６】
　相異なる特性を有する複数の撮像素子の出力画像から分光画像を生成する分光画像生成
装置であって、
　第１のフレームレートを有する撮像信号を出力し、かつ、波長方向のチャネル数が少な
くとも４以上で、かつ、第１の空間解像度と第１の波長解像度とを有する第１の撮像素子
と、
　前記第１のフレームレートよりも高い第２のフレームレートを有する撮像信号を出力し
、波長方向のチャネル数が少なくとも３以下で、かつ、前記第１の撮像素子の有する空間
解像度よりも高い第２の空間解像度と、前記第１の撮像素子の有する第１の波長解像度よ
りも低い第２の波長解像度とを有し、縦方向にＮ１個、横方向にＮ２個の画素の画像デー
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タを含む撮像信号を出力する第２の撮像素子と、
　前記第１の撮像素子から出力された撮像信号から縦方向にＭ１個、横方向にＭ２個、波
長方向にＬ個の要素を有するスペクトルデータを生成するスペクトルデータ生成手段と、
　前記第２の撮像素子から出力された撮像信号に含まれる画像データから分光画像を生成
するための複数のマトリクスを前記スペクトルデータ生成手段により生成されたスペクト
ルデータから生成するマトリクス生成手段と、
　前記マトリクス生成手段により生成された各マトリクスを前記第２の撮像素子から出力
された撮像信号に含まれるＮ１×Ｎ２個の画素の画像データに作用させることによって、
空間方向にＮ１×Ｎ２個の画素と、波長方向にＬ個の要素とを有する分光画像を生成する
分光画像生成手段と、
　前記分光画像生成手段により生成された分光画像を出力する分光画像出力手段と
　を備えたことを特徴とする分光画像生成装置。
【請求項７】
　前記スペクトルデータ生成手段は、前記第１の撮像素子から出力された撮像信号に含ま
れる画像データを構成する要素毎に、当該画像データ内の要素毎に含まれる光の波長毎の
強度分布を示す時系列スペクトルデータを生成し、
　前記マトリクス生成手段は、前記スペクトルデータ生成手段により生成された時系列ス
ペクトルデータから、前記第１の撮像素子から出力された撮像信号に含まれる画像データ
を構成する時空間領域毎のマトリクスを生成し、
　前記分光画像生成手段は、
　前記第１の撮像素子から出力された撮像信号に含まれる画像データの第１の時空間領域
に対して生成されたマトリクスを、前記第２の撮像素子から出力された撮像信号に含まれ
、かつ、前記第１の時空間領域に対応する第３の時空間領域の画像データに作用させて第
３の時空間領域の第１の分光情報を算出する第１の分光情報算出手段と、
　前記第１の時空間領域の周縁に存在する第２の時空間領域に対して生成されたマトリク
スを前記第２の撮像素子から出力された撮像信号に含まれ、かつ、前記第１の時空間領域
に対応する第３の時空間領域に存在する画像データに作用させて第３の時空間領域の第２
の分光情報を算出する第２の分光情報算出手段と、
　前記第１の分光情報算出手段により算出された第１の分光情報と、前記第２の分光情報
算出手段により算出された第２の分光情報との加重平均を前記第２の撮像素子から出力さ
れた撮像信号に含まれる画像データに含まれる全時空間領域に関して、時空間領域毎に算
出する加重平均算出手段と、
　前記加重平均算出手段により算出された時空間領域毎の分光情報の加重平均から前記空
間方向にＮ１×Ｎ２個の画素と、波長方向にＬ個の要素とを有する分光画像を生成する画
像生成手段とを含むことを特徴とする請求項６に記載の分光画像生成装置。
【請求項８】
　前記マトリクス生成手段は、
　前記第１の時空間領域の中心位置と、前記時系列スペクトルデータの各要素の位置との
間の距離に基づいて規定される、所定のデータとの差異が最小となるように定められたマ
トリクスを生成する対象領域マトリクス生成手段と、
　前記第１の時空間領域の周縁の第２の時空間領域に含まれる各時空間領域の中心位置と
、前記時系列スペクトルデータの各要素の位置との間の距離に基づいて規定される、所定
の分光反射率のデータとの差異が最小となるように定められたマトリクスを生成する時空
間領域マトリクス生成手段と
　を含むことを特徴とする請求項７に記載の分光画像生成装置。
【請求項９】
　前記加重平均算出手段は、前記第１の分光情報算出手段により算出された第１の分光情
報と、前記第２の分光情報算出手段により算出された第２の分光情報との加重平均を、前
記第２の撮像素子から出力された撮像信号に含まれる画像データに含まれる全時空間領域
に関して、時空間領域に含まれる要素毎に算出することを特徴とする請求項７に記載の分
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光画像生成装置。
【請求項１０】
　相異なる特性を有する複数の撮像素子の出力画像から分光画像を生成する分光画像生成
方法であって、
　波長方向のチャネル数が少なくとも４以上で、かつ、第１の空間解像度と第１の波長解
像度とを有する第１の撮像素子から出力された撮像信号に含まれる画像データから、縦方
向にＭ１個、横方向にＭ２個、波長方向にＬ個の要素を有するスペクトルデータを生成す
るスペクトルデータ生成工程と、
　波長方向のチャネル数が少なくとも３以下で、かつ、前記第１の撮像素子の有する空間
解像度よりも高い第２の空間解像度と、前記第１の撮像素子の有する第１の波長解像度よ
りも低い第２の波長解像度とを有する第２の撮像素子から出力された撮像信号に含まれる
縦方向にＮ１個、横方向にＮ２個の画素の画像データから分光画像を生成するための複数
のマトリクスを前記スペクトルデータ生成工程により生成されたスペクトルデータから生
成するマトリクス生成工程と、
　前記マトリクス生成工程により生成された各マトリクスを前記第２の撮像素子から出力
された撮像信号に含まれるＮ１×Ｎ２個の画素の画像データに作用させることによって、
空間方向にＮ１×Ｎ２個の画素と、波長方向にＬ個の要素とを有する分光画像を生成する
分光画像生成工程と、
　前記分光画像生成工程により生成された分光画像を出力する分光画像出力工程と
　を含むことを特徴とする分光画像生成方法。
【請求項１１】
　前記マトリクス生成工程では、前記第１の撮像素子から出力された撮像信号に含まれる
画像データを構成する要素毎に、当該画像データ内の要素毎に含まれる光の波長毎の強度
分布を示すスペクトルデータを生成し、
　前記マトリクス生成工程では、前記スペクトルデータ生成工程により生成された要素毎
のスペクトルデータから、前記第1の撮像素子から出力された映像信号に含まれる画像デ
ータを構成する領域毎のマトリクスを生成し、
　前記分光画像生成工程は、
　前記マトリクス生成工程により生成されたマトリクスのうち、前記第１の撮像素子から
出力された撮像信号に含まれる画像データ内の第１領域に対して生成されたマトリクスを
前記第２の撮像素子から出力された撮像信号に含まれ、かつ、前記第１の撮像素子から出
力された撮像信号に含まれる画像データ内の第１領域に対応する第３領域の画像データに
作用させて第３領域の第１の分光情報を算出する第１の分光情報算出工程と、
　前記マトリクス生成工程により生成されたマトリクスのうち、前記第１の撮像素子から
出力された撮像信号に含まれる画像データ内の第１領域の周縁に存在する第２領域に対し
て生成されたマトリクスを前記第２の撮像素子から出力された撮像信号に含まれ、かつ、
前記第１の撮像素子から出力された撮像信号に含まれる画像データ内の第１領域に対応す
る第３領域に存在する画像データに作用させて第３領域に存在する第２の分光情報を算出
する第２の分光情報算出工程と、
　前記第１の分光情報算出工程により算出された第１の分光情報と、前記第２の分光情報
算出工程により算出された第２の分光情報との加重平均を前記第２の撮像素子から出力さ
れた撮像信号に含まれる画像データの全領域に関して、領域毎に算出する加重平均算出工
程と、
　前記加重平均算出工程により算出された領域毎の分光情報の加重平均から前記空間方向
にＮ１×Ｎ２個の画素と、波長方向にＬ個の要素とを有する分光画像を生成する画像生成
工程とを含むことを特徴とする請求項１０に記載の分光画像生成方法。
【請求項１２】
　前記マトリクス生成工程は、
　前記第１の撮像素子から出力された撮像信号に含まれる画像データ内の第１領域の中心
位置と、前記スペクトルデータの各要素の位置との間の距離に基づいて規定される、所定
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のデータとの差異が最小となるように定められたマトリクスを生成する対象領域マトリク
ス生成工程と、
　前記第１の撮像素子から出力された撮像信号に含まれる画像データ内の第１領域の周縁
に存在する第２領域に含まれる各領域の中心位置と、前記スペクトルデータの各要素の位
置との間の距離に基づいて規定される、所定のデータとの差異が最小となるように定めら
れたマトリクスを生成する周縁領域マトリクス生成工程と
　を含むことを特徴とする請求項１０に記載の分光画像生成方法。
【請求項１３】
　前記加重平均算出工程では、前記第１領域及び前記第２の領域が含まれる第４の領域内
の要素数で規定される重み付け関数を用いて、前記第１の分光情報算出工程により算出さ
れた第１の分光情報と、前記第２の分光情報算出工程により算出された第２の分光情報と
の加重平均を、前記第２の撮像素子から出力された撮像信号に含まれる画像データに含ま
れる全領域に関して算出することを特徴とする請求項１１に記載の分光画像生成方法。
【請求項１４】
　前記第１の撮像素子から出力された撮像信号に含まれる画像データ内の要素の数と、前
記第1の撮像素子から出力された撮像信号に含まれる画像データ内の領域の数と、前記第
２の撮像素子から出力された撮像信号に含まれる画像データ内の領域の数とは、略同一の
数であることを特徴とする請求項１０乃至請求項１３の何れか１項に記載の分光画像生成
方法。
【請求項１５】
　相異なる特性を有する複数の撮像素子の出力画像から分光画像を生成する分光画像生成
方法であって、
　波長方向のチャネル数が少なくとも４以上で、かつ、第１の空間解像度と第１の波長解
像度とを有する第１の撮像素子から出力された第１のフレームレートを有する撮像信号か
ら縦方向にＭ１個、横方向にＭ２個、波長方向にＬ個の要素を有するスペクトルデータを
生成するスペクトルデータ生成工程と、
　波長方向のチャネル数が少なくとも３以下で、かつ、前記第１の撮像素子の有する空間
解像度よりも高い第２の空間解像度と、前記第１の撮像素子の有する第１の波長解像度よ
りも低い第２の波長解像度とを有する第２の撮像素子から出力された前記第１のフレーム
レートよりも高い第２のフレームレートを有する撮像信号に含まれる縦方向にＮ１個、横
方向にＮ２個の画素の画像データから分光画像を生成するための複数のマトリクスを前記
スペクトルデータ生成工程により生成されたスペクトルデータから生成するマトリクス生
成工程と、
　前記マトリクス生成工程により生成された各マトリクスを、前記第２の撮像素子から出
力された撮像信号に含まれるＮ１×Ｎ２個の画素の画像データに作用させることによって
、空間方向にＮ１×Ｎ２個の画素と、波長方向にＬ個の要素とを有する分光画像を生成す
る分光画像生成工程と、
　前記分光画像生成工程により生成された分光画像を出力する分光画像出力工程と
　を含むことを特徴とする分光画像生成方法。
【請求項１６】
　前記マトリクス生成工程では、前記第１の撮像素子から出力された撮像信号に含まれる
画像データを構成する要素毎に、当該画像データ内の要素毎に含まれる光の波長毎の強度
分布を示す時系列スペクトルデータを生成し、
　前記マトリクス生成工程では、前記スペクトルデータ生成工程により生成された時系列
スペクトルデータから、前記第１の撮像素子から出力された撮像信号に含まれる画像デー
タを構成する時空間領域毎のマトリクスを生成し、
　前記分光画像生成工程は、
　前記第１の撮像素子から出力された撮像信号に含まれる画像データの第１の時空間領域
に対して生成されたマトリクスを、前記第２の撮像素子から出力された撮像信号に含まれ
、かつ、前記第１の時空間領域に対応する第３の時空間領域の画像データに作用させて第
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３の時空間領域の第１の分光情報を算出する第１の分光情報算出工程と、
　前記第１の時空間領域の周縁に存在する第２の時空間領域に対して生成されたマトリク
スを前記第２の撮像素子から出力された撮像信号に含まれ、かつ、前記第１の時空間領域
に対応する第３の時空間領域に存在する画像データに作用させて第３の時空間領域の第２
の分光情報を算出する第２の分光情報算出工程と、
　前記第１の分光情報算出工程により算出された第１の分光情報と、前記第２の分光情報
算出手段により算出された第２の分光情報との加重平均を前記第２の撮像素子から出力さ
れた撮像信号に含まれる画像データに含まれる全時空間領域に関して、時空間領域毎に算
出する加重平均算出工程と、
　前記加重平均算出工程により算出された時空間領域毎の分光情報の加重平均から前記空
間方向にＮ１×Ｎ２個の画素と、波長方向にＬ個の要素とを有する分光画像を生成する画
像生成工程とを含むことを特徴とする請求項１５に記載の分光画像生成方法。
【請求項１７】
　前記マトリクス生成工程は、
　前記第１の時空間領域の中心位置と、前記時系列スペクトルデータの各要素の位置との
間の距離に基づいて規定される、所定のデータとの差異が最小となるように定められたマ
トリクスを生成する対象領域マトリクス生成工程と、
　前記第１の時空間領域の周縁の第２の時空間領域に含まれる各時空間領域の中心位置と
、前記時系列スペクトルデータの各要素の位置との間の距離に基づいて規定される、所定
の分光反射率のデータとの差異が最小となるように定められたマトリクスを生成する時空
間領域マトリクス生成工程と
　を含むことを特徴とする請求項１６に記載の分光画像生成方法。
【請求項１８】
　前記加重平均算出工程では、前記第１の分光情報算出工程により算出された第１の分光
情報と、前記第２の分光情報算出工程により算出された第２の分光情報との加重平均を、
前記第２の撮像素子から出力された撮像信号に含まれる画像データに含まれる全時空間領
域に関して、時空間領域に含まれる要素毎に算出することを特徴とする請求項１６に記載
の分光画像生成方法。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１０】
　本発明の骨子は、第１の空間解像度と第１の波長解像度とを有する第１の撮像素子から
出力された撮像信号に含まれる画像データから、第１の撮像素子の有する空間解像度より
も高い第２の空間解像度と第１の撮像素子の有する第１の波長解像度よりも低い第２の波
長解像度とを有する第２の撮像素子から出力された撮像信号に含まれる画像データから分
光画像を生成するための複数のマトリクスを生成し、第２の撮像素子から出力された撮像
信号に含まれる画像データに対して生成された各マトリクスを作用させることによって、
分光画像を生成する構成により、信号処理に要する計算量を抑制すると共に、波長解像度
及び空間解像度の両方が高い分光画像を生成することを可能にするという本願に特有の顕
著な効果を達成することにある。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１３】
　第１の発明は、相異なる特性を有する複数の撮像素子の出力画像から分光画像を生成す
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る分光画像生成装置であって、波長方向のチャネル数が少なくとも４以上で、かつ、第１
の空間解像度と第１の波長解像度とを有する第１の撮像素子と、波長方向のチャネル数が
少なくとも３以下で、かつ、前記第１の撮像素子の有する空間解像度よりも高い第２の空
間解像度と、前記第１の撮像素子の有する第１の波長解像度よりも低い第２の波長解像度
とを有し、縦方向にＮ１個、横方向にＮ２個の画素の画像データを含む撮像信号を出力す
る第２の撮像素子と、前記第１の撮像素子から出力された撮像信号から縦方向にＭ１個、
横方向にＭ２個、波長方向にＬ個の要素を有するスペクトルデータを生成するスペクトル
データ生成手段と、前記第２の撮像素子から出力された撮像信号に含まれる画像データか
ら分光画像を生成するための複数のマトリクスを前記スペクトルデータ生成手段により生
成されたスペクトルデータから生成するマトリクス生成手段と、前記マトリクス生成手段
により生成された各マトリクスを前記第２の撮像素子から出力された撮像信号に含まれる
Ｎ１×Ｎ２個の画素の画像データに作用させることによって、空間方向にＮ１×Ｎ２個の
画素と、波長方向にＬ個の要素とを有する分光画像を生成する分光画像生成手段と、前記
分光画像生成手段により生成された分光画像を出力する分光画像出力手段とを備えたこと
を特徴とする。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１４】
　このように、波長方向のチャネル数が少なくとも４以上で、かつ、第１の空間解像度と
第１の波長解像度とを有する第１の撮像素子から出力された撮像信号に含まれる画像デー
タから、縦方向にＭ１個、横方向にＭ２個、波長方向にＬ個の要素を有するスペクトルデ
ータをスペクトルデータ生成手段により生成し、波長方向のチャネル数が少なくとも３以
下で、かつ、第１の撮像素子の有する空間解像度よりも高い第２の空間解像度と、第１の
撮像素子の有する第１の波長解像度よりも低い第２の波長解像度とを有する第２の撮像素
子から出力された撮像信号に含まれる縦方向にＮ１個、横方向にＮ２個の画素の画像デー
タから分光画像を生成するための複数のマトリクスをマトリクス生成手段によって前記ス
ペクトルデータから生成し、生成された各マトリクスを第２の撮像素子から出力された撮
像信号に含まれるＮ１×Ｎ２個の画素の画像データに作用させることによって、空間方向
にＮ１×Ｎ２個の画素と、波長方向にＬ個の要素とを有する分光画像を分光画像生成手段
により生成し、生成された分光画像を分光画像出力手段によって出力するので、信号処理
に要する計算量を抑制すると共に、波長解像度及び空間解像度の両方が高い分光画像を生
成することが可能になる。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１５】
　第２の発明は、相異なる特性を有する複数の撮像素子の出力画像から分光画像を生成す
る分光画像生成装置であって、第１のフレームレートを有する撮像信号を出力し、かつ、
波長方向のチャネル数が少なくとも４以上で、かつ、第１の空間解像度と第１の波長解像
度とを有する第１の撮像素子と、前記第１のフレームレートよりも高い第２のフレームレ
ートを有する撮像信号を出力し、波長方向のチャネル数が少なくとも３以下で、かつ、前
記第１の撮像素子の有する空間解像度よりも高い第２の空間解像度と、前記第１の撮像素
子の有する第１の波長解像度よりも低い第２の波長解像度とを有し、縦方向にＮ１個、横
方向にＮ２個の画素の画像データを含む撮像信号を出力する第２の撮像素子と、前記第１
の撮像素子から出力された撮像信号から縦方向にＭ１個、横方向にＭ２個、波長方向にＬ
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個の要素を有するスペクトルデータを生成するスペクトルデータ生成手段と、前記第２の
撮像素子から出力された撮像信号に含まれる画像データから分光画像を生成するための複
数のマトリクスを前記スペクトルデータ生成手段により生成されたスペクトルデータから
生成するマトリクス生成手段と、前記マトリクス生成手段により生成された各マトリクス
を前記第２の撮像素子から出力された撮像信号に含まれるＮ１×Ｎ２個の画素の画像デー
タに作用させることによって、空間方向にＮ１×Ｎ２個の画素と、波長方向にＬ個の要素
とを有する分光画像を生成する分光画像生成手段と、前記分光画像生成手段により生成さ
れた分光画像を出力する分光画像出力手段とを備えたことを特徴とする。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１６】
　このように、波長方向のチャネル数が少なくとも４以上で、かつ、第１の空間解像度と
第１の波長解像度とを有する第１の撮像素子から出力された第１のフレームレートを有す
る撮像信号から縦方向にＭ１個、横方向にＭ２個、波長方向にＬ個の要素を有するスペク
トルデータをスペクトルデータ生成手段により生成し、波長方向のチャネル数が少なくと
も３以下で、かつ、第１の撮像素子の有する空間解像度よりも高い第２の空間解像度と、
第１の撮像素子の有する第１の波長解像度よりも低い第２の波長解像度とを有する第２の
撮像素子から出力された第１のフレームレートよりも高い第２のフレームレートを有する
撮像信号に含まれる縦方向にＮ１個、横方向にＮ２個の画素の画像データから分光画像を
生成するための複数のマトリクスをマトリクス生成手段によって前記スペクトルデータか
ら生成し、生成された各マトリクスを、第２の撮像素子から出力された撮像信号に含まれ
るＮ１×Ｎ２個の画素の画像データに作用させることによって、空間方向にＮ１×Ｎ２個
の画素と、波長方向にＬ個の要素とを有する分光画像を分光画像生成手段によって生成し
、生成された分光画像を分光画像出力手段によって出力するので、信号処理に要する計算
量を抑制すると共に、波長解像度及び空間解像度の両方が高い分光画像を生成することが
可能になる。
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１７】
　第３の発明は、相異なる特性を有する複数の撮像素子の出力画像から分光画像を生成す
る分光画像生成方法であって、波長方向のチャネル数が少なくとも４以上で、かつ、第１
の空間解像度と第１の波長解像度とを有する第１の撮像素子から出力された撮像信号に含
まれる画像データから、縦方向にＭ１個、横方向にＭ２個、波長方向にＬ個の要素を有す
るスペクトルデータを生成するスペクトルデータ生成工程と、波長方向のチャネル数が少
なくとも３以下で、かつ、前記第１の撮像素子の有する空間解像度よりも高い第２の空間
解像度と、前記第１の撮像素子の有する第１の波長解像度よりも低い第２の波長解像度と
を有する第２の撮像素子から出力された撮像信号に含まれる縦方向にＮ１個、横方向にＮ
２個の画素の画像データから分光画像を生成するための複数のマトリクスを前記スペクト
ルデータ生成工程により生成されたスペクトルデータから生成するマトリクス生成工程と
、前記マトリクス生成工程により生成された各マトリクスを前記第２の撮像素子から出力
された撮像信号に含まれるＮ１×Ｎ２個の画素の画像データに作用させることによって、
空間方向にＮ１×Ｎ２個の画素と、波長方向にＬ個の要素とを有する分光画像を生成する
分光画像生成工程と、前記分光画像生成工程により生成された分光画像を出力する分光画
像出力工程とを含むことを特徴とする。
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【手続補正８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１８】
　このように、波長方向のチャネル数が少なくとも４以上で、かつ、第１の空間解像度と
第１の波長解像度とを有する第１の撮像素子から出力された撮像信号に含まれる画像デー
タから、縦方向にＭ１個、横方向にＭ２個、波長方向にＬ個の要素を有するスペクトルデ
ータを生成し、波長方向のチャネル数が少なくとも３以下で、かつ、第１の撮像素子の有
する空間解像度よりも高い第２の空間解像度と、第１の撮像素子の有する第１の波長解像
度よりも低い第２の波長解像度とを有する第２の撮像素子から出力された撮像信号に含ま
れる縦方向にＮ１個、横方向にＮ２個の画素の画像データから分光画像を生成するための
複数のマトリクスを前記スペクトルデータから生成し、生成された各マトリクスを第２の
撮像素子から出力された撮像信号に含まれるＮ１×Ｎ２個の画素の画像データに作用させ
ることによって、空間方向にＮ１×Ｎ２個の画素と、波長方向にＬ個の要素とを有する分
光画像を生成し、生成された分光画像を出力するので、信号処理に要する計算量を抑制す
ると共に、波長解像度及び空間解像度の両方が高い分光画像を生成することが可能になる
。
【手続補正９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１９】
　第４の発明は、相異なる特性を有する複数の撮像素子の出力画像から分光画像を生成す
る分光画像生成方法であって、波長方向のチャネル数が少なくとも４以上で、かつ、第１
の空間解像度と第１の波長解像度とを有する第１の撮像素子から出力された第１のフレー
ムレートを有する撮像信号から縦方向にＭ１個、横方向にＭ２個、波長方向にＬ個の要素
を有するスペクトルデータを生成するスペクトルデータ生成工程と、波長方向のチャネル
数が少なくとも３以下で、かつ、前記第１の撮像素子の有する空間解像度よりも高い第２
の空間解像度と、前記第１の撮像素子の有する第１の波長解像度よりも低い第２の波長解
像度とを有する第２の撮像素子から出力された前記第１のフレームレートよりも高い第２
のフレームレートを有する撮像信号に含まれる縦方向にＮ１個、横方向にＮ２個の画素の
画像データから分光画像を生成するための複数のマトリクスを前記スペクトルデータ生成
工程により生成されたスペクトルデータから生成するマトリクス生成工程と、前記マトリ
クス生成工程により生成された各マトリクスを、前記第２の撮像素子から出力された撮像
信号に含まれるＮ１×Ｎ２個の画素の画像データに作用させることによって、空間方向に
Ｎ１×Ｎ２個の画素と、波長方向にＬ個の要素とを有する分光画像を生成する分光画像生
成工程と、前記分光画像生成工程により生成された分光画像を出力する分光画像出力工程
とを含むことを特徴とする。
【手続補正１０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２０】
　このように、波長方向のチャネル数が少なくとも４以上で、かつ、第１の空間解像度と
第１の波長解像度とを有する第１の撮像素子から出力された第１のフレームレートを有す
る撮像信号から縦方向にＭ１個、横方向にＭ２個、波長方向にＬ個の要素を有するスペク
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トルデータを生成し、波長方向のチャネル数が少なくとも３以下で、かつ、第１の撮像素
子の有する空間解像度よりも高い第２の空間解像度と、第１の撮像素子の有する第１の波
長解像度よりも低い第２の波長解像度とを有する第２の撮像素子から出力された第１のフ
レームレートよりも高い第２のフレームレートを有する撮像信号に含まれる縦方向にＮ１
個、横方向にＮ２個の画素の画像データから分光画像を生成するための複数のマトリクス
を前記スペクトルデータから生成し、生成された各マトリクスを、第２の撮像素子から出
力された撮像信号に含まれるＮ１×Ｎ２個の画素の画像データに作用させることによって
、空間方向にＮ１×Ｎ２個の画素と、波長方向にＬ個の要素とを有する分光画像を生成し
、生成された分光画像を出力するので、信号処理に要する計算量を抑制すると共に、波長
解像度及び空間解像度の両方が高い分光画像を生成することが可能になる。
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